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「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西
歴
史

民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
二
月
に
発
生
し
、

翌
年
九
月
に
終
わ
っ
た
日
露
戦
争
は
日
本
と
ロ
シ

ア
が
朝
鮮
半
島
の
利
権
を
巡
っ
て
衝
突
し
た
戦
争

で
す
。
中
国
東
北
部
が
戦
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
露
戦
争
と
い
え
ば
、
東
郷
平
八
郎
、
児
玉
源

太
郎
、
乃
木
希
典
等
、
戦
争
を
指
揮
し
た
司
令
官

や
参
謀
た
ち
を
思
い
起
こ
す
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
今
回
は
私
た
ち
が
住
む
郷
土
か
ら
出
征
し
た

兵
士
た
ち
に
視
点
を
あ
て
て
、
日
露
戦
争
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
日
露
戦
争
は
総
力
戦
で
し
た
。
現
一
宮
市
域
か

ら
も
多
く
の
兵
士
が
出
征
し
、
戦
死
し
ま
し
た
。

当
時
、
日
本
陸
軍
は
常
備
軍
と
し
て
日
本
国
内
に

近
衛
師
団
と
十
二
個
の
師
団
を
置
い
て
い
ま
し
た
。

師
団
司
令
部
は
日
本
の
主
要
都
市
に
置
か
れ
て
お

り
、
東
海
地
方
で
は
名
古
屋
に
第
三
師
団
が
置
か

れ
て
い
まま
し
た
。
さ
ら
に
一
つ
の
師
団
に
つ
き
、

四
つ
の
連
隊
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
第
三
師
団

連
隊
が
置

れ

三

の
下
に
は
第
六
連
隊
（
名
古
屋
）
第
十
八
連
隊
（
豊

橋
）
第
三
十
三
連
隊
（
守
山
）
第
三
十
四
連
隊
（
静

岡
）
が
あ
り
、
一
宮
市
域
出
身
の
兵
士
の
多
く
は

名
古
屋
の
第
六
連
隊
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
三
師
団
は
日
本
軍
の
主
力
部
隊
と
し
て
日
露

戦
争
の
主
要
な
戦
い
に
多
く
参
加
し
、
開
戦
後
、

南
山（
五
月
）、
得
利
寺（
六
月
）、
大
石
橋（
七
月
）、

遼
陽（
八
月
）、
沙
河（
十
月
）、
黒
溝
台（
翌
三
十
八

年
一
月
）、
奉
天（
三
月
）等
、
激
戦
地
を
転
戦
し
て

い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
住
む
郷
土
か
ら
出
征
し
た

兵
士
は
こ
の
激
戦
地
の
中
に
い
ま
し
た
。

　
昭
和
の
合
併
以
前
の
自
治
体
史
等
か
ら
現
一
宮

市
域
出
身
の
兵
士
の
戦
死
者
数
を
表
１
に
し
ま
し

た
。
表
に
は
な
い
他
の
地
区
で
も
相
当
数
の
戦
死

　
▼
日
露
戦
争

　
▼
第
三
師
団
第
六
連
隊

日
露
戦
争

日
露
戦
争
と

郷

日
露
戦
争
と

郷
土土土土土
ののの

兵
士
兵
士
兵
士
た
ち
た
ち
た
ち

＊戦死者には戦病死者も含みます。
＊旧町村は自治体史刊行当時の自治体名です。
＊日露戦争の翌年、明治の大合併により現一宮市域の町村は44町村から15町村になりました。
　一部の町村は分町・分村合併となったため、（　）の一部に同じ町村が記してあります。

黒溝台

大石橋

黄海

日本海

朝
鮮
半
島

▼表１ ▼日露戦争の激戦地図

４９ 名

３１ 名

２７ 名

２３ 名

１９ 名

１６ 名

１３ 名

１３ 名

１３ 名

　９ 名

　８ 名

　８ 名

『一宮市史』下巻

『朝日村誌稿』

『一宮市西成町史』

『起町史』上巻

『萩原町誌』

『千秋村史』

『木曽川町史』

『葉栗郡紀要』

　　同上

『一宮市浅井町史』

『奥町誌』

『一宮市今伊勢町史』

旧町村名（日露戦争当時の町村） 戦死者数　　　出　　　典

旧一宮市域（一宮町）

旧朝日村域（祐賀村、上祖父江村、明地村、玉野村、大徳村）

旧西成村域（浅渕村、赤羽村、穂派村、時之島村、瀬部村）

旧起町域（起町、小信中島村、三条村、大徳村）

旧萩原町域（萩原町、中島村、新明村、日光村）

旧千秋村域（幼村、豊富村、青木村、浮野村）

旧木曽川町域（黒田町、里小牧村、玉ノ井村）

旧北方村域（北方村、黒田町）

旧葉栗村域（大田島村、光明寺村、佐千原村）

旧浅井町域（浅井町、瑞穂村）

旧奥町域（奥町）

旧今伊勢町域（馬寄村、神戸村、開明村）

と
う
ご
う
へ
い
は
ち
ろ
う
　
　
　
こ

だ
ま
げ
ん

た

ろ
う
　
　
　
の
　
ぎ
　ま
れ
す
け

な
ん
ざ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
と
く
り
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
い
せ
き
き
ょ
う

り
ょ
う
よ
う
　
　
　
　
　
　
　

さ
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
っ
こ
う
だ
い

ほ
う
て
ん
　
　

佐世保

旅順

得利寺

遼陽

南山

奉天

沙河

対馬
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▼
奉
天
の
戦
い

　
▼
身
近
な
石
碑
か
ら

の
も
の
で
す
。
開
戦
以
後
、
多
く
の
戦
い
に
参
加

し
、
奉
天
の
戦
い
で
負
傷
し
た
も
の
の
、
無
事
に

帰
国
し
ま
し
た
。

　
日
本
は
奉
天
の
戦
い
と
五
月
の
日
本
海
海
戦
に

勝
利
し
ま
し
た
が
、
指
揮
官
を
含
め
多
く
の
戦
死

者
を
出
し
、
弾
薬
の
欠
乏
も
激
し
く
、
こ
れ
以
上

の
戦
い
は
無
理
で
し
た
。
さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
も
国

内
で
革
命
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
三
十
八

年
九
月
に
講
和
と
な
り
、
日
露
戦
争
は
終
結
し
ま

し
た
。

　
現
在
、
市
内
各
地
に
表
紙
写
真
の
よ
う
な
日
露

戦
争
関
係
の
忠
魂
碑
、
記
念
碑
、
従
軍
兵
士
の
墓

が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
地
区
や

そ
の
周
辺
に
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
石
碑
の
裏
側
に
は
戦
死
者
や
従
軍
兵
士
の

氏
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
自
分
の
何

代
か
前
の
先
祖
の
名
前
が
彫
ら
れ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
日
露
戦
争
を
映
画
や
ド
ラ
マ
で
は
な

く
、
も
っ
と
身
近
な
歴
史
的
資
料
か
ら
学
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
　
学
芸
員
　
宮
川
充
史
）

【
参
考
文
献
】

歩
六
史
編
集
委
員
会
編
『
歩
兵
第
六
聯
隊
歴
史
』

（
昭
和
四
十
三
年
）

者
が
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
写
真
Ú
の
手
紙
は
戦
地
か
ら
玉
野
地
区
の
兵
士

の
親
に
宛
て
ら
れ
た
手
紙
の
一
部
で
、
連
続
す
る

戦
闘
の
様
子

や
、
奉
天
の

戦
い
で
子
息

が
戦
死
し
た

こ
と
を
書
き

記
し
て
い
ま

す
。
こ
の
奉

天
の
戦
い
は

中
国
東
北
部

の
奉
天
（
現

在
の
潘
陽
）

に
お
い
て
、

明
治
三
十
八

年
二
月
末
〜

三
月
十
日
に

行
わ
れ
た
戦

い
で
す
。
日

本
軍
は
約
二

十
五
万
、
ロ

シ
ア
軍
約
三

十
二
万
の
大

軍
が
衝
突
す

る
戦
い
で
、

戦
争
の
雌
雄

を
決
す
る
大

決
戦
で
し
た
。

総
司
令
官
の

大
山
巌
は
こ

の
奉
天
の
戦

い
を
日
露
戦

争
の
「
関
ヶ

原
」
と
称
し

て
各
司
令
官

に
訓
示
し
て

い
ま
す
。

　
奉
天
の
戦
い
で
戦
死
し
た
日
本
兵
は
一
万
五
千
人
以

上
に
な
り
ま
す
が
、
特
に
戦
い
が
激
し
か
っ
た
の
が
三

月
六
日
・
七
日
の
李
官
堡
で
の
戦
い
で
し
た
。
第
六
連

隊
が
そ
の
李
官
堡
に
布
陣
、
連
隊
長
も
負
傷
し
、
戦
死

者
は
八
〇
四
名
、
負
傷
者
は
約
千
百
名
に
な
り
ま
し
た
。

『
歩
兵
第
六
聯
隊
歴
史
』
に
は
無
事
な
者
は
「
僅
か
に

九
名
に
過
ぎ
な
い
」
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
域
か

ら
出
征
し
た
兵
士
の
戦
死
者
の
多
く
は
李
官
堡
で
死
亡

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
西
成
地
区
で
は
二
十
七
名
の

戦
死
者
が
い
ま
す
が
、
そ
の
内
、
十
五
名
が
李
官
堡
で

戦
死
し
て
い
ま
す
。

　
写
真
２
の
軍
隊
手
帳
は
起
地
区
か
ら
出
征
し
た
兵
士

ê
写
真
Ú
・
戦
地
か
ら
の
書
簡

　
　
　
　
（
一
宮
市
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
）

ë
写
真
Û
・
軍
隊
手
帳

　
　
　
　
（
一
宮
市
尾
西
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
）

し
ん
よ
う

お
お
や
ま
い
わ
お

り

か
ん
ほ
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加入団体の紹介 （社会文化部門）一宮アーティフィシャルフラワー協会　風雅の会（ふうがのかい）

加入団体の紹介 （洋画部門）パレット会（パレットかい）

ë「
水
草
た
ち
」
北
澤
美
術
館
に
て

【問合せ先】木村　房子　A45－0241

　私達は、アートの花に魅せられて、より美しい

物を自分の手で作りたいと思うようになり、アー

トフラワーを学び始めました。

　少しでも本物の花に近づける様に色の出し方、

花全体の型などを学び一生懸命作っています。

　最初は思いどおりに出来ず、つぼみ１個を作る

のがこんなに大変なのかと挫折しかけることも。 

　気力、体力、根気が必要で細かな作業の連続で

す。だからこそ作品が完成した時の喜びはひとし

おで、とても愛着が生まれます。更にその喜びを

良き師や良き仲間達と共有することで、何事にも

代え難い充実感を得ることができます。

　また、作品を作り上げるだけではなく、教室が

「おしゃべりサロン」に早変わりして、気の合う

仲間達と様々な話題について気の向くままに楽し

く話をすることもあり、これもアートフラワーを

学ぶことによって得ることができた大切な時間に

なります。

　お稽古は、毎月第２、第４火曜日の午後１時か

ら一宮スポーツ文化センターで行っています。

　これからもアートフラワーが出来上がったとき

の喜びを多くの方に知っていただき、一緒にお稽

古が出来ればと願っています。是非一度、教室を

のぞいて見て下さい。

ë
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
会
合
同
懇
親
会

【問合せ先】後藤　昇一　A62－5329

　私達の会は絵という共通の趣味を深め、互いの

親睦をはかることを目標に掲げ、旧尾西市の市民

講座で学んだ人達を中心に水彩画教室を立ち上げ

ました。今年で６年目になり、現在は男性５名、

女性１０名になります。

　毎月２回、木曜日の午前中に尾西南部生涯学習

センターで小川護先生の熱心なご指導のもと、趣

味で描く段階から一人ひとりの心の中の思いを白

い紙の上に描き上げるという考えで各自頑張って

います。良い作品を描くために悩むこともありま

すが、先生のポイントを得たアドバイスや仲間と

のちょっとした会話からヒントを得て、納得のい

く作品が出来上がったときの歓びは格別です。

　発表の場として、春に三岸節子記念美術館にて

先生の門下５グループが合同で開催するＭＯＲＥ

展を、秋には尾西歴史民俗資料館でパレット水彩

画展を開催しています。また、今年から地域との

交流をより深めたいとの想いから老人保健施設に

お願いし、作品を展示させていただいています。

会員だけではなく地域との交流を深めていくこと

は、絵を描くために大切な経験になっていくと思

います。

　これからも生活の一部に絵を描く時間を持つこ

とで豊かな気持ちで、楽しい人生を送りたいと思

い毎日頑張っています。
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加入団体の紹介

加入団体の紹介

（邦楽部門）藤乃会尾西教室（ふじのかいびさいきょうしつ）

（舞踊部門）扇寿々会（せんすずかい）

こと

ë
も
み
じ
祭
り
に
て
演
奏

【問合せ先】五藤　房代　A62－8327

　日本の伝統楽器の箏は龍の象徴とされ各部の名

称には龍頭、竜尾などと呼び名がある美しい楽器

です。

　その凛とした音や擦り爪の「シュッ」という音、

演奏で自然に姿勢が正される奏者からは、観ても

聴いても「和」が感じられます。

　「さくらさくら」や「六段の調」「みだれ」など

皆さんよくご存知の古曲から最近作られた新曲ま

で、あらゆるジャンルの曲を皆で合奏して楽しん

でいます。

　お稽古はマンツーマンで都合の良い時間に月数

回、お子さんにはお稽古の始めと終わりにご挨拶

をすること、座布団の返し方など日本人として知

っていてほしい行儀・作法も同時にお教えしてい

ます。小学校1年生の可愛いお子さんから七十代

の方まで年齢層は幅広く、なごやかにお稽古に励

んでいます。

　一年半に一度、尾西グリーンプラザで発表会も

開催し、日頃の練習の成果を皆さんの前でご披露

し、聞きに来て下さる方はもちろん、奏者である

私たちも、笑顔で過ごせるよう頑張っています。

他にも尾西芸能祭、三曲演奏会、もみじ祭りなど

で演奏したり、岐阜県交響楽団とも共演しています。

　皆さんも是非、私たちとご一緒にお稽古を始め

ませんか。お待ちしています。

ë
発
表
会
後
の
記
念
写
真

【問合せ先】横幕　房子　A73－7344

　扇寿々会では、老若男女を問わず幅広い年齢層

の会員達で、日々楽しく日本舞踊の稽古をしてい

ます。お稽古では古典的で伝統のある古典舞踊、

江戸時代に歌舞伎の発達にともなって派生した歌

舞伎舞踊、また演歌、歌謡曲、民謡といった現代

に馴染みのある曲に振り付けを創作して踊る歌謡

舞踊を行っております。

　詩を身体全体で表現し、足腰を使い、心地よい

汗をかき、振りを覚える為に頭も使います。身体

と頭の適度な運動は、健康に良く老化防止に役立

ち、皆がいつまでも元気でいられる大切なエッセ

ンスになっています。

　昨年は愛知県文化協会連合会西尾張部の芸能大

会にも参加させて頂きました。普段は見ることが

出来ない他の文化協会の発表は、私達の舞踊に対

する情熱を更にかきたててくれる素晴らしいもの

ばかりでした。また、今年の７月には中日劇場で

歌手“大月みやこ”の後ろで踊らせて頂きました。

他にも毎年、11月に尾西市民会館で開催する尾

西芸能祭にも参加したり、声をかけて頂いた介護

施設や老人会でも踊りを披露しています。

　見てくださる方に喜んで頂けるよう日々練習に

励んでおります。ぜひ一緒に楽しんでみませんか。

練習は毎週月曜日と土曜日の午後７時から向山公

民館で行っています。
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月　

日
∫
〜　

日
∂
ま
で
、
一
宮

１１

１７

２０

ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第　

回
６９

一
宮
市
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
や
近
隣
市
町
村
を
中
心
に
、
県

外
か
ら
も
多
数
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
出

品
者
は
６
１
７
名
で
、
審
査
の
結
果
、

入
賞
と
な
っ
た
１
８
５
点
を
は
じ
め
、

６
１
５
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
約
５
、５
０
０
人
の
方

が
会
場
を
訪
れ
、
作
者
の
熱
意
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
多
数
の
作
品
を

熱
心
に
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

各
部
門
で
入
賞
さ
れ
た
方
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
同
一
賞
内
で
の

掲
載
順
は
順
不
同
で
す
。

（
敬
称
略
）

審
査
員　

星　

野　

哲　

弘

　
　
　
　

河　

村　

明　

美

市
長
賞

　

湯

浅 
真
奈
美　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
委
員
会
賞

　

山

田

勝

利

市
制　

周
年
記
念
特
別
賞

９０

　

藤

塚　

章

美
術
展
賞

　

佐
久
間 
友

香　
　

三

矢 
菜
穂
子

　

青

山 
ト
ミ
エ　
　

本

多 
加
代
子

奨
励
賞

　

山

田 
寿
恵
子　
　

社

本

奈

美

　

鈴

村

信

子　
　

星

野

真

由

入
選　
　

点
３７

審
査
員　

山　

田　

彊　

一

　
　
　
　

長
谷
川　
　
　

仂

　
　
　
　

岩　

田　

哲　

夫

　
　
　
　

後　

藤　

泰　

洋

　
　
　
　

高　

山　
　
　

悟　
　
　
　

　
　
　
　

三　

輪　

清　

弘

市
長
賞

林

田　

健　
　

不

破

愛

子

　

田

中

邦

子

教
育
委
員
会
賞

藤

井　

忍　
　

桶

川

千

秋

津

金

高

浩　
　

島

津

秀

典

市
制　

周
年
記
念
特
別
賞

９０

　

小

澤 
富
美
子　
　

水

野　

潔

　

浅

野 
奈
津
子

美
術
展
賞

富

岡

僉

治　
　

吉

川

京

介

　

草

薙

桂

子　
　

今

井

春

子

　

森　
　

た
み
よ　
　

水

巻 
久
美
子

　

祖
父
江 
和

子　
　

森　
　
 
健

次

　

鈴

木

由

雄　
　

河

嵜

緑

子

　

石

原

孝

一　
　

成

瀬

弘

子

　

田

中

道

弘　
　

木

村

隆

行

　

吉

村 
玉
三
郎　
　

尾

関

秋

隆

　

木

村

周

子　
　

井

上 
美
恵
子

　

荻

須

映

子　
　

大

野

紀

史

　

永

井

弘

人　
　

関　

節

子

奨
励
賞

　

酒

井

美

江　
　

浅

野 
な
つ
子

　

香

川

絹

代　
　

竹

内

保

彦

　

日

野

絹

枝　
　

ã

田

国

光

　

荒

深 
て
る
み　
　

永

井

千

里

　

江

崎

武

夫　
　

河

村

治

夫

　

鈴

木

光

男　
　

加

藤

倶

子

　

石

黒

三

雄　
　

久

田 
千
恵
子

　

戸

松 
佐
代
子　
　

柴

田

順

子

　

大

島

裕

子　
　

田

仲 
富
美
子

　

石

神

葉

子　
　

馬

場

越

子

　

梅

津 　
　

諭　
　

山

崎

正

春

　

加

納

静

子　
　

徳

田

泰

弘

　

前

田 
い
さ
子

入
選　
　

点
１８９

審
査
員　

森　
　
　

克　

彦

　
　
　
　

櫻　

井　

真　

理

市
長
賞

川

上

堯

由　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
委
員
会
賞

　

堀

部 
美
奈
子　
　
　
　
　
　
　
　

市
制　

周
年
記
念
特
別
賞

９０

　

犬

飼

知

沙

美
術
展
賞

水

谷 
三
四
士　
　

奨
励
賞

安

部

鈴

菜

入
選　
　

点
１７

審
査
員　

加　

藤　

陽　

児

　
　
　
　

鵜　

飼　

辰　

郎

市
長
賞

小

河

敦

子

日　

本　

画

洋　
　
　

画

彫
刻
・
立
体

洋画部門解説

工　
　
　

芸
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教
育
委
員
会
賞

加

藤 
文
太
郎　
　
　
　
　
　
　
　

市
制　

周
年
記
念
特
別
賞

９０

　

長

田 
あ
か
ね

美
術
展
賞

伊

藤

英

正　
　

小

崎 
美
智
子

　

小

崎

陽

一　
　

小

崎 
千
恵
子

奨
励
賞

　

加

藤

陽

子　
　

白

石

信

雄

　

多
治
見 
正

勝　
　

吉

川

て

い

入
選　
　

点
３８

審
査
員　

源　
　
　

安　

孝

　
　
　
　

岡　
　
　

美　

穂

市
長
賞

　

川

合

愛

莉　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
委
員
会

　

|　

文

香

市
制　

周
年
記
念
特
別
賞

９０

　

佐

橋

広

美

美
術
展
賞

　

岩

田

修

作　
　

百

々

佳

美

　

石

井　
佳
代
子　
　
　
　
　
　
　
 

奨
励
賞

　

佐
久
間　

直
子　
　

三

輪

双

葉

　

石

居

里

佳　
　

碓

氷

綾

加

入
選　
　

点
３５

審
査
員　

中　

林　

蕗　

風

　
　
　
　

土　

屋　

陽　

山

　
　
　
　

亀　

山　

雪　

峰

　
　
　
　

武　

山　

翠　

屋

　
　
　
　

則　

武　
　
　

穹

　
　
　
　

安　

藤　

蘇　

道

　
　
　
　

田　

代　

春　

苑

　
　
　
　

山　

田　

杏　

華

市
長
賞

酒

井

淑

婉　
　

野

杁

怜

光

岩

田

波

鮮

教
育
委
員
会
賞

畑

田

裕

子　
　

黒

澤

琴　

山

田　

照　
　

片

桐

瑤

雪

後

藤

庭

華

市
制　

周
年
記
念
特
別
賞

９０

　

近

藤

由

果　
　

平

松

豊

泉

　

長

崎

成

秀

美
術
展
賞

内

出　

華　
　

安

藤

海

花

吉

田

禎

常　
　

山

路

静

竹

五　

梅

艶　
　

岡

崎

啓

雪

牧　

恵

清　
　

ã

取

翠

揚

岩

田

展

穂　
　

西

村

松

花

内

藤

春

翠　
　

安

藤

翠

花

安

藤

静

歩　
　

山

口

如

泉

林 

弥
寿
子　
　

井

上

瑶

香

可

児

長

望　
　

川

合

泛

佳

伊

藤

恵

里　
　

脇

田

玉

波

今

井

恭

子　
　

原 

香

風

小

島

華

扇　
　

金

丸

紫

山

加

藤

瑞

顕

奨
励
賞

梅

村

真

琵　
　

鵜

飼

梨

英

後

藤

柳

月　
　

飯

田

泰

郷

　

五
十
嵐 
游

燕　
　

渡

辺

湖

風

岩

田

佳

川　
　

倉

橋

澄

美

野

田

智

子　
　

山

口

雪

華

谷

本

義

仙　
　

ã

取

春

霞

　

森　
　
 
環

翠　
　

則

竹

松

慶

倉

光

枝　

　
　

平

岩

幸

子

井

内　

舟　
　

大

橋

渓

煙

戸

本

有

荷　
　

阿

部

翠

祥

林　

　

静　
　

渡　

水

香

櫻

井

瑩

月　
　

大

竹

瑞

光

尾

関

明

美　
　

小

林 

進

岩

田

彩

華　
　

入
選　
　

点
２０３

審
査
員　

蜂
須
賀　

秀　

紀

　
　
　
　

丹　

羽　

正　

仁

　
　
　
　

夫　

馬　
　
　

勲

　
　
　
　

光
田
せ
い
す
け

市
長
賞　
　
　
　

　

青

木

尚

子

教
育
委
員
会
賞

　

長
谷
川 
蔦

江

市
制　

周
年
記
念
特
別
賞

９０

　

古

澤

光

生

美
術
展
賞

　

春
日
井 
義

三　
　

安

藤

正

一

　

浅

野 
英
次
郎　
　

上

津

福

三

　

千

田

陞

末　
　

中

山

哲

也

　

日

比

憲

宏　
　

伊

神

ち

よ

　

中

村　

薫　
　

佐

野 
ル
ミ
子

奨
励
賞

原　

紹

郎　
　

中

辻

義

則

　

渡

部

与

明　
　

長
谷
川 
隆

光

　

小

原

勇

二　
　

大

矢 
真
理
子

　

ã

�

英

美　
　

橋

本

秀

子

　

今

井　

要　
　

宮

崎 
久
仁
子

　

岡

田

忠

夫　
　

櫻

井

悦

子

　

鈴

木

正

治　
　

田

端　

勉

　

森

田

正

路

入
選　
　

点
９６

書

写　
　
　

真

彫刻・立体部門解説

デ
ザ
イ
ン
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企
画
展
「
暮
ら
し
の
中
の
民
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
竹
細
工
」

日
時
e
１
月
７
日
º
〜
２
月　

日
∂

２６

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

月
曜
休
館
、
月
曜
日
が
休
日
の

場
合
は
翌
日
休
館
、以
下
同
じ
）

内
容
e
木
・
竹
製
の
カ
ゴ
・
ザ
ル
の
歴
史

　
　
　

を
紐
解
き
、
農
家
の
副
業
と
し

　
　
　

て
発
展
し
て
い
っ
た
竹
細
工
を
、

　
　
　

歴
史
を
含
め
て
紹
介
し
ま
す
。

※
子
ど
も
向
け
「
く
ら
し
の
道
具
〜
今

と
昔
〜
」
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　
　
　

円
５０

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料
（
以

６５

下
同
じ
）

「
尾
張
平
野
を
語
る　

」
１６

日
時
e
２
月
５
日
∂
・　

日
∂
・　

日

１２

１９

　
　
　

∂　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

内
容
e
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
講
師
を
お

　
　
　

招
き
し
、
尾
張
平
野
の
歴
史
と

　
　
　

文
化
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、

　
　
　

歴
史
諸
科
学
が
博
物
館
を
舞
台

　
　
　

に
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
何
を
提

　
　
　

示
で
き
る
か
を
考
え
ま
す
。

定
員
e
各
回
先
着
１
０
０
名（
当
日
整

　
　
　

理
券
を
配
付
）

※
要
常
設
観
覧
料

「
民
俗
芸
能
公
演
」

日
時
e
２
月　

日
∂

２６

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

内
容
e
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
公
演
。

定
員
e
先
着
１
０
０
名

※
要
常
設
観
覧
料

冬
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
ん
げ
ん
を
つ
く
ろ
う
！
」

日
時
e
１
月
７
日
º
・
８
日　
∂

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

講
師
e
大　

智
仁
氏

　
　
　
（
造
形
絵
画
教
室
講
師
）

内
容
e
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
切
っ
た
り
貼
っ

た
り
は
が
し
た
り
し
て
自
分
の

好
き
な
人
形
を
作
り
ま
す
。

対
象
e
小
学
生
〜
中
学
生

定
員
e　

名
２５

参
加
料
e
２
０
０
円

※
要
申
込
み（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。）申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

せ
つ
こ
っ
こ
ク
ラ
ブ
＊
１
月

節
子
さ
ん
を
歌
お
う

日
時
e
１
月　

日
º

２１

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

内
容
e
三
岸
節
子
の
作
品
を
見
て
感
じ

　
　
　

た
こ
と
言
葉
に
置
き
換
え
、
短

　
　
　

歌
を
詠
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

講
師
e
小
塩
卓
哉
さ
ん
（
中
部
日
本
歌

　
　
　

人
会
委
員
長
）

対
象
e
小
学
2
年
生
〜
中
学
生
（
保
護

　
　
　

者
の
参
加
可
）

定
員
e　

組
１５

※
参
加
費
無
料
・
要
申
込
み（
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

特
別
展
「
マ
リ
ー
･
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
と

そ
の
時
代
展
〜
巴
里
に
魅
せ
ら
れ
た
画

家
た
ち
」

日
時
e
１
月　

日
º
〜
３
月　

日
∂

２８

１１

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

　
　
　

月
曜
休
館
、
以
下
同
じ
）

内
容
e　

世
紀
初
頭
の
パ
リ
で
生
ま
れ

２０

　
　
　

た
画
家
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
ら
と
、

　
　
　

日
本
人
画
家
た
ち
が
交
錯
し
た

　
　
　

時
代
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

８
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

４
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

２
０
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

関
連
事
業

講
演
会

日
時
e
２
月
４
日
º　

午
後
２
時
〜

テ
ー
マ
e
喝
采
と
夢
想
の
影
〜
パ
リ
の

　
　
　
　

画
家
マ
リ
ー
・
ロ
ー
ラ
ン
サ

　
　
　
　

ン
と
そ
の
時
代

講
師
e
富
安
玲
子
氏（
元
マ
リ
ー
・
ロ
ー

　
　
　

ラ
ン
サ
ン
美
術
館
学
芸
員
）

《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
》
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会
場
e
美
術
館
１
階
講
義
室

定
員
e
先
着
１
０
０
名　

※
聴
講
無
料

レ
ク
チ
ャ
ー
講
座

日
時
e
２
月　

日
º　

午
後
２
時
〜

２５

テ
ー
マ
e
バ
レ
エ
・
リ
ュ
ス
の
全
貌
〜

　
　
　
　

そ
の
魅
力
を
め
ぐ
っ
て

講
師
e
芳
賀
直
子
氏（
舞
台
研
究
家
）　

会
場
e
美
術
館
１
階
講
義
室

定
員
e
先
着
１
０
０
名　

※
聴
講
無
料

美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時
e
２
月　

日
∂
・
３
月
４
日
∂

１２

　
　
　

午
後
２
時
〜

内
容
e
当
館
学
芸
員
が
見
ど
こ
ろ
を
解

　
　
　

説
し
ま
す
。

※
要
特
別
展
観
覧
料
・
定
刻
に
美
術
館

受
付
前
に
集
合

常
設
展
「
三
岸
節
子　
桜
に
至
る 
道 
程
   

」

み 

ち

日
時
e
１
月　

日
º
〜
４
月
１
日
∂

２８

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

内
容
e
各
時
代
の
作
品
を
展
示
し
、
桜

　
　
　

の
花
を
描
く
に
至
っ
た
画
家
の

　
　
　

歩
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

３
２
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
１
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
１
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

美
術
館
講
座
「
美
術
の
学
校
ˆ
」

内
容
e
美
術
講
座
入
門
と
し
て
よ
り
楽

　
　
　

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
様
々

　
　
　

な
視
点
か
ら
楽
し
く
、
わ
か
り

　
　
　

や
す
い
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

会
場
e
美
術
館
１
階
講
義
室

定
員
e
各
１
０
０
名　

※
授
業
料
無
料

美
術
実
技
講
座

日
時
e
３
月　

日
∫
・　

日
º
・　

日

１５

１７

１８

　
　
　

∂
・　

日
∏
・　

日
∂

２０

２５

内
容
e
初
心
者
を
対
象
に
し
た
美
術
の

　
　
　

講
義
と
実
技
指
導
。
様
々
な
素

　
　
　

材
を
使
い
、
表
現
す
る
楽
し
み

　
　
　

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
場
e
美
術
館
２
階
実
習
展
示
室

定
員
e　

名
１６

※
要
参
加
費
・
要
申
込
み
（
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

一
宮
市
市
制　

周
年
記
念
特
別
展

９０

「
の
こ
ぎ
り
屋
根
と
毛
織
物
」

日
時
e
２
月
４
日
º
〜
３
月　

日
∂

２５

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、月
曜
休

３０

館
、た
だ
し
３
月　

日
π
は
休
館
）

２１

内
容
e
現
代
一
宮
の
原
風
景
に
な
っ
て

　
　
　

い
る
「
の
こ
ぎ
り
屋
根
工
場
」

　
　
　

は
、
今
で
も
全
国
一
の
数
が
残

　
　
　

さ
れ
て
い
る
。
毛
織
物
と
と
も

　
　
　

に
発
展
し
て
き
た
過
程
を
紹
介
。

観
覧
料
e
無
料

「
の
こ
ぎ
り
屋
根
と
毛
織
物
」
関
連
事
業

ビ
デ
オ
映
画
会
「
花
咲
く
乙
女
た
ち
」

日
時
e
１
月　

日
∂
、
２
月　

日
∂
、

２９

２６

　
　
　

３
月　

日
∂

２５

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

１５

内
容
e
旧
尾
西
市
を
中
心
に
ロ
ケ
が
行

　
　
　

な
わ
れ
た
日
活
映
画
（
昭
和　
４０

　
　
　

年
）、
出
演
＝
舟
木
一
夫
、
山
内

　
　
　

賢
、
堺
正
章
、
西
尾
三
枝
子
ら
。

入
場
料
e
無
料
（
各
回
先
着　

名
）　

７０

「
懐
か
し
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時
e
３
月　

日
¥　

２０

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

内
容
e
蓄
音
機
で
聴
く
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド

　
　
　

の
名
曲
を
鑑
賞
。

入
場
料
e
無
料

「
坂
本
冬
美　

周
年
コ
ン
サ
ー
ト
」

２５

日
時
e
１
月　

日
∂　

A
午
後
１
時
〜

２９

　
　
　

B
午
後
５
時
〜

　
　
　
（
開
場
は
開
演
の　

分
前
）

３０

入
場
料
e
６
、７
０
０
円

※
全
席
指
定
・
未
就
学
児
入
場
不
可

〈
こ
ど
も
ち
ゃ
れ
ん
じ
〉
コ
ン
サ
ー
ト

「
し
ま
じ
ろ
う　

ふ
し
ぎ
な
も
り
の
も

の
が
た
り
」

日
時
e
２
月　

日
¥　

１１

　
　
　

A
午
前　

時　

分
〜　

１０

３０

　
　
　

B
午
後
１
時
〜　

　
　
　

C
午
後
３
時　

分
〜

３０

入
場
料
e
１
、５
０
０
円

※
全
席
指
定
・
３
歳
以
上
有
料

「
も
の
ま
ね
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

コ
ロ
ッ
ケ
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時
e
２
月　

日
∂　

１９

　
　
　

A
午
後
１
時　

分
〜

３０

　
　
　

B
午
後
５
時
〜　
　

　
　
　
（
開
場
は
開
演
の　

分
前
）

３０

入
場
料
e
５
、５
０
０
円

「
綾
戸
智
恵
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時
e
２
月　

日
∂　

午
後
３
時
〜

２６

　
　
　
（
開
場
は
開
演
の　

分
前
）

３０

入
場
料
e
６
、０
０
０
円

「
上
原
彩
子   
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」

日
時
e
３
月　

日
∂　

午
後
２
時
〜

１８

　
　
　
（
開
場
は
開
演
の　

分
前
）

３０

入
場
料
e
３
、５
０
０
円

　
　
　
　
（
学
生
料
金
あ
り
）

「
１
３
８
い
ち
み
ん
ラ
イ
ブ
」

日
時
e
１
月　

日
∂
・
３
月
４
日
∂

２２

　
　
　

午
後
２
時
〜

　
　
　
（
開
場
は
開
演
の　

分
前
）

３０

入
場
料
e
無
料
（
要
整
理
券
）
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「
キ
ッ
ズ
の
た
め
の
は
じ
め
て
の
音
楽
会
」

日
時
e
３
月　

日
º　

午
後
２
時
〜

３１

　
　
　
（
開
場
は
開
演
の　

分
前
）

３０

入
場
料
e
１
、８
０
０
円

　
　
　
（
３
歳
未
満
入
場
不
可
）

「
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

日
時
e
３
月　

日
∂　

１１

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

内
容
e
青
年
グ
ル
ー
プ
活
動
発
表
会
。

　
　
　

一
般
の
方
も
自
由
に
ご
覧
い
た

　
　
　

だ
け
ま
す
。
ご
家
族
連
れ
で
も

　
　
　

ど
う
ぞ
。
餅
等
振
る
舞
い
あ
り
。

参
加
料
e
無
料
（
内
容
に
よ
り
有
料
）

「
新
春
ト
ッ
プ
講
演
会
〜
２
０
１
２
年

の
日
本
経
済
の
展
望
と
企
業
戦
略
〜
」

日
時
e
２
月
４
日
º　

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

　
　
　
（
開
場
は　

分
前
）

３０

講
師
e
門
倉
貴
史
さ
ん（
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
）

会
場
e
一
宮
市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料
e
無
料
（
要
整
理
券
）

※
整
理
券
は
１
月
４
日
π
よ
り
一
宮
庁

舎
西
玄
関
受
付
、
経
済
振
興
課
、
尾
西

庁
舎
西
館
１
階
受
付
、
木
曽
川
庁
舎
総

務
管
理
課
、
各
出
張
所
、
一
宮
市
民
会

館
で
配
布
。

「
い
ち
の
み
や
女
性
の
つ
ど
い
」

日
時
e
２
月　

日
º　

１８

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

１５

４５

講
師
e
養
老　

孟
司
さ
ん

会
場
e
一
宮
市
民
会
館

入
場
料
e
無
料
（
要
整
理
券
、
１
月　
１１

　

日
π
よ
り
配
布
）

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（
４
５
）８
０
４
５

日
時
▼　

月　

日
∂
・
１
月　

日
∂
・

１２

２５

２２

２
月　

日
∂
・
３
月　

日
∂　

２６

２５

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

　
　
　

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

　
　
　

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（
７
３
）５
５
０
４

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月　

日
∂
・

２２

２６

　
　
　

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２５

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

　
　
　

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（
６
２
）４
６
５
４

日
時
▼
１
月
８
日
∂
・
２
月　

日
∂
・

１２

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１１

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（
６
２
）４
６
５
４

日
時
▼
１
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２２

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
ど
な
た
で
も
（
大
会
に
先
立
ち

詠
歌
を
提
出
）

参
加
料
▼
５
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（
４
５
）６
７
０
２

日
時
▼
１
月　

日
º
・
２
月　

日
º
・

１４

１１

　
　
　

３
月　

日
º　

午
後
１
時
〜　

１０

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

　
　
　

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

中
部
日
本
書
道
協
会

一
宮
支
部
】

　

A（
７
３
）３
５
１
３

日
時
▼
３
月
４
日
∂　

　
　
　

午
後
４
時
〜
５
時　

分
３０

10

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
平
成　

年
度
支
部
講
演
会
』

２３

『
新
年
短
歌
会
』

『
市
民
川
柳
教
室
』
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会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
▼
中
部
日
本
書
道
会
理
事
長

　
　
　

鬼
頭
翔
雲
先
生

参
加
料
▼
無
料
（
一
般
聴
講
歓
迎
）

【
問
合
せ
先　

一
宮
真
澄
ク
ラ
ブ
】

　

A（
６
４
）１
１
８
０

日
時
▼　

月　

日
∫
〜　

日
∂

１２

２２

２５

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
（　

日
は
午
前　

時
か
ら
、　

日

２２

１２

２５

　
　

は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
▼
三
岸
節
子
記
念
美
術
館

入
場
料
▼
無
料

　

９
月　

日
∏
〜　

月
２
日
∂
、
愛
知

２７

１０

県
美
術
館
８
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
に

文
化
協
会
相
互
の
連
携
の
も
と
、
愛
知

県
の
美
術
文
化
の
普
及
・
振
興
と
次
代

を
担
う
有
為
な
新
人
の
発
掘
を
目
的
に

第　

回
愛
知
県
文
連
美
術
展
が
開
催
さ

３６
れ
ま
し
た
。
県
下
よ
り
多
数
の
作
品
が

応
募
さ
れ
、
３
１
３
作
品
が
入
賞
・
入

選
に
輝
き
ま
し
た
。

　

本
協
会
か
ら
は
【
日
本
画
の
部
】
今

枝
由
惠
さ
ん
、
尾
池
純
子
さ
ん
、
瀧
廣

美
さ
ん
、【
洋
画
の
部
】
江
口
和
夫
さ
ん
、

成
瀬
弘
子
さ
ん
、
長
谷
川
千
代
子
さ
ん
、

平
野
肇
さ

ん
、
山
田

紀
代
子
さ

ん
、
米
津

美
代
子
さ

ん
が
入
選

さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、

【
日
本
画

の
部
】
今

枝
昭
さ
ん
、

【
洋
画
の
部
】
加
藤
伸
さ
ん
、
山
下
久
子

さ
ん
が
特
選
に
、【
洋
画
の
部
】
江
崎
武

夫
さ
ん
が
奨
励
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
∂
、
清
須
市
春
日
公
民
館

１１

２０

に
お
い
て
、
県
民
茶
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　　　
愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し
（
報
告
）

『加入団体の催し』欄に情報を　 
　掲載しませんか？ 

このコーナーでは一宮市芸術文化協会加入団体の活動情報を

募集します。掲載を希望される団体は、発行月３・６・９・12月

の前月１日までに、下記の必要事項を任意の様式にて記入の

上、事務局まで提出してください。�

①行事名　②団体名　③問合せ先電話番号　④日時�
⑤会場　⑥対象　⑦参加料　⑧申込方法　⑨その他�
必要事項�

〒493－8511 一宮市芸術文化協会事務局 
　　　　　　　　　　　　　　（住所不要） 
またはFAX 0586－86－1809

必要事項 

提 出 先 

第　

回　

愛
知
県
文
連
美
術
展

３６

愛
知
県
民
茶
会
（
尾
張
部
）

　
　

月　

日
º
に
「
い
ち
の

１０

１５

み
や
文
芸　

第　

集
」
を
発

４０

刊
し
ま
し
た
。
随
想
・
随
筆
、

現
代
詩
、
漢
詩
、
短
歌
、
俳

句
、
川
柳
、
狂
俳
の
７
部
門

あ
わ
せ
て
３
４
３
名
の
方
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
２
５
６
５
作

品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

１
冊
８
０
０
円
で
、
一
宮

市
役
所
木
曽
川
庁
舎
（
一
宮

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

内
）
に
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

貴
女
も
是
非
一
度
お
読
み
く

だ
さ
い
。

『
中
日
写
協
一
宮
支
部

　

周
年
記
念
写
真
展
』

６０
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月　

日
º
、
一
宮
市
尾
西
市
民

１０

１５

会
館
に
て
、
文
化
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
作
家
活
動
や
ラ
ジ
オ
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
な
ど
で
ご
活
躍
中
の

落
合
恵
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
心
豊

か
に
自
分
を
生
き
る
」
と
題
し
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
講
演
要
旨
】

　

私
は　

年
間
、
東
京
と
大
阪
で
ク

３５

レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
と
い
う
子
供
の
本
の

専
門
店
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
で
、
東
北
大
震
災

で
被
災
し
た
方
々
に
向
け
て
私
達
は

何
が
出
来
る
か
、
若
い
ス
タ
ッ
フ
も

含
め
会
議
を
し
ま
し
た
。
阪
神
淡
路

大
震
災
の
時
も
そ
う
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
傷
つ
い
た
子
供
達
の

心
を
そ
っ
と
抱
き
し
め
て
く
れ
る
よ

う
な
絵
本
を
贈
ろ
う
と
い
う
こ
と
に

決
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
倉
庫
に
行
っ
て
、
ク
レ
ヨ

ン
ハ
ウ
ス
は
小
さ
い
出
版
社
も
や
っ

て
い
ま
す
か
ら
自
分
達
で
出
し
て
き

た
本
を
何
十
個
、
何
百
個
と
ダ
ン
ボ

ー
ル
に
詰
め
、
い
つ
で
も
発
送
出
来

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
続
い
て
お
取

引
の
あ
る
子
供
の
本
の
出
版
社
に
ご

連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
「
次
の

よ
う
な
活
動
を
私
た
ち
は
い
た
し
ま

す
。
で
き
ま
し
た
ら
本
の
ご
寄
贈
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。」と
お
願
い
し

ま
し
た
。
こ
れ
が　

月
２
日
∂
付
け

１０

の
中
日
新
聞
に
載
っ
た
「
私
の
ハ
グ

の
力
」
と
い
う
原
稿
の
大
元
「
ハ
グ

＆
リ
ー
ド
」
と
名
付
け
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

東
北
地
方
の
冬
は
早
い
。
そ
し
て

雪
も
早
い
。
外
で
遊
べ
な
く
な
っ
た

子
供
や
一
人
残
さ
れ
た
お
年
寄
り
達

が
、
絵
本
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

も
し
か
し
た
ら
大
き
く
は
変
わ
ら
な

い
け
れ
ど
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持

ち
で
絵
本
の
中
の
ひ
と
つ
の
文
字
を

追
い
、
絵
本
の
中
の
一
枚
の
絵
を
味

わ
っ
て
く
れ
る
瞬
間
が
必
要
だ
と
思

い
、ず
っ
と
お
送
り
し
て
い
ま
す
。　

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
の
一
番
上
に
各
地
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
被
災
地
の
方
々
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
載
せ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
の
各
フ
ロ
ア

に
手
作
り
の
短
冊
を
置
い
て
「
も
し

よ
ろ
し
か
っ
た
ら
被
災
地
の
方
に
一

言
書
い
て
く
だ
さ
い
。」
と
お
願
い

し
た
も
の
で
す
。「
絵
本
の
中
で
は

全
て
が
自
由
で
す
。
何
だ
っ
て
出
来

ま
す
し
、
ど
こ
に
だ
っ
て
行
け
ま
す
。

そ
う
し
て
絵
本
か
ら
も
ら
っ
た
元
気

を
現
実
の
世
界
の
中
で
き
っ
と
活
か

し
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
頑
張
り
す

ぎ
な
い
で
下
さ
い
。」「
本
を
手
に
し

て
下
さ
っ
た
あ
な
た
へ
。
本
は
元
気

に
し
て
く
れ
た
り
、
勇
気
を
く
れ
た

り
し
ま
す
。
言
葉
の
力
を
私
は
信
じ

て
い
ま
す
。」「
I 
a
m 
o
n 
y
o

u
r 
s
i
d
e
.
い
つ
だ
っ
て
あ

な
た
の
味
方
だ
よ
。」

　

４
月
の
半
ば
に
な
っ
て
か
ら
、
こ

れ
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
箱
に
入
れ
て
第

一
便
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
ち

ょ
っ
と
胸
が
高
鳴
り
ま
し
た
。
こ
の

ト
ラ
ッ
ク
が
何
と
か
無
事
に
走
っ
て

行
っ
て
く
れ
よ
。
そ
う
い
う
気
持
ち

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
書
い
て
い
る
と

「
絵
本
送
り
た
い
で
す
。」「
私
の
子

供
も
小
さ
い
時
読
ん
で
、
そ
し
て
私

に
孫
が
で
き
た
ら
読
ま
せ
た
い
と
思

っ
て
大
事
に
と
っ
て
い
た
絵
本
、

�
小
さ
い
お
う
ち
�で
す
。
一
冊
だ
け

ど
ご
め
ん
な
さ
い
。」
な
ど
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
学

生
が
自
分
の
学
校
の
全
生
徒
に
呼
び

か
け
て
沢
山
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
送

っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
い
て
、
次
々

に
私
達
の
倉
庫
は
全
国
か
ら
送
ら
れ

た
本
た
ち
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

「
こ
の
手
紙
を
今
、
読
も
う
と
し
て

い
る
あ
な
た
へ
、
私
が
言
え
る
事
は

た
っ
た
一
つ
で
す
。
生
き
て
い
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。」と
書
い
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
も
ち
ろ
ん
一
緒
に
入
れ
て
。

　

ゆ
っ
く
り
、
長
く
、
傷
つ
い
た
子

供
、
お
年
寄
り
を
抱
き
し
め
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
も
う
少
し

余
裕
が
出
来
た
ら
、
も
っ
と
ゆ
っ
く

り
、
も
っ
と
長
く
、
お
互
い
の
体
温

を
感
じ
る
距
離
で
、
本
を
読
ん
で
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
読
ん
で
あ
げ
て
い

る
大
人
も
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
も

う
少
し
肩
の
力
を
抜
け
る
日
が
い
つ

か
来
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
私
達

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ハ
グ
＆
リ
ー
ド
」

で
す
。

『
心
豊
か
に
自
分
を
生
き
る
』

文
化
講
演
会

文
化
講
演
会

作
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん

落
合
恵
子


